
を
切
仏
絵
と
孝
／
緒
重

澤
　
正

明

江
戸
時
代
、
長
崎
は
海
外
に
開
い
た
唯

一

の
窓
で
し
た
。
長
崎
と
小
倉
の
問
の
長
崎
街

道
は
共
同
の
文
化
に
触
れ
る
た
め
に
多
く
の

人
々
が
行
き
来
れ
紫
格
切
ま
す
。　
・

平
戸
街
道
は
彼
杵
術
で
長
崎
街
道
よ
り
分

岐
し
、
Ｈ
平
町
Ｈ
′
浦
ま
で
約
ｒ
五
収

（六

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
▼
の
道
程
で
す
。
　
　
　
，

街
道
は
特
別
の
所
以
外
は
な
る
べ
く

！ｒｔ
線

コ
ー
ス
に
な
る
よ
う
設
定
し
て
あ
り
、
特
に

佐
世
保
周
辺
は
山
坂
が
険
し
く
難
所
で
し
た
。

こ
こ
を
な
い
た

『市
Ｈ
松
陰
』
は

『西
遊

＝
記
』
に

『■
（ｉ

日
、
雨
。
■
岐
よ

り
佐
世
保
浦

へ
１

■
、
浦
よ
り
中
取

へ
ｉ
Ｌ
、ヽ
中
駐
よ

り
江
迎

へ
四
収
、

共

に

人

里

。

皆

（
一
Ｌ
は
）
五
卜
町

衆』陶ぽ競一敗卿脱卿雛嚇れば駆餓拘

が
か
ら
ず
中　
一
に
は
人
単
の
間
、
皆
山
坂

晩
Ｍ
の
池
始
拘
。
１
に
は
間
に
よ
り
て
途
中

傘
を
買
い
煩
を
添
う
。」
と
記
し
て
お
り
、
険

ｔ
い
山
坂
で
難
渋
し
て
い
る
様
Ｆ
が
鮮
明
に

描
か
れ
て
お
り
ま
す
。
嘉
永
本一
年

（
一
人
五

①
）
九
月
の
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
一

松
蔭
は
文
政
十
二
年
八
舟

（
一
人
二
〇
）、

杉
百
合
之
助
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

の
ち
に
萩
落
の
山
鹿
流
兵
学
を
講
ず
る
占
Ｈ

家
の
差
■
と
な
り
、
卜
九
機
の
と
き
に
は
山

提
流
軒
学
の
師
範
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

１
卜

一
歳
に
な
う
た
松
蔭
は
平
，ｆ
遊
学
を

願
い
別
て
お
り
ま
す
が
、
Ｈ
的
は
―――
座
流
兵

学
の
本
体
で
あ
る
平
戸
の
兵
学
を
履
修
す
る

こ
と
で
し
た
。
平
戸
で
は
‐――
魔
万
介

・
床
山

佐
内
に
家
学
の
教
授
を
う
け
、
滞
在
し
た
た

卜
余
Ｈ
の
問
に
読
破
ｔ
た
洋
物
は
人
卜
冊
を

こ
え
て
お
り
ま
す
。

平

，ｆ
遊
学
よ
り
帰

っ
て
の
ち
藩
■
の
参
勤

交
代
に
随
行
し
、
松
蔭
は
れ

，ｆ
で
佐
久
問
象

も
対
ｃそ
笥
加雄幣碑ャ時Ｗ韓階ド脇帥

一
雑
酌彬甲欺」飾物眺珈蜘免欽

は

た

進
ん
だ
文
明
の
知
識
を
求
め
る
』

櫛
か

。ル

み
で
石
八

の
境
標
＜

棚
０
石
。鳩

と
の
志
で
ド
門
に
停
油
の
米
縮

,

中の，こあつた標「舶巾抑中巾のす力ヽて以蜘ば帥！許‐‐‐ら

峰

戸

あ

　

Ｒ

ユ

…
‘
＞

し

…

ヽ

う

１

組
膨郷一　
！罰
船
嗣
ぽ
巾
辞
『『松．‐叫
杷
弱
車

を
開
き
ま
す
が
、
こ
の
塾
か
ら
高
杉
ｒ
作
を

は
じ
め
数
多
く
の
人
材
が
輩
出
し
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

松
蔭
の
願
い
は

『向
分
に
代
わ
っ
て
思
想

じ
行
動
す
る
時
代
の
変
！市
打
を
育
て
上
げ
る
』

こ
と
に
あ
り
、
そ
の
Ｈ
的
は

『汁
い
層
の
人

造
り
、
ひ
い
て
は
強
健
な
田
造
り
へ
の
道
」

で
し
た
。
そ
れ
は
明
治
維
新
に
実
を
結
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
松
蔭
は
安
政
の
大
獄
に
連

応
し
て
刑
死
し
ま
し
た
。
享
年
す
卜
歳
、
安

政
六
年
の
こ
と
で
す
。

―て
り
っ
　

ぇ
ら
れ
、
江

′ｉ
か
ら
萩
の
野

―――


